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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第59期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第58期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (千円) 8,188,853 34,126,920

経常利益
又は経常損失(△)

(千円) 33,516 △406,053

四半期純利益
又は当期純損失(△)

(千円) 29,764 △1,487,620

純資産額 (千円) 2,090,614 2,041,615

総資産額 (千円) 13,495,971 13,370,355

１株当たり純資産額 (円) 203.47 198.69

１株当たり四半期純利
益又は１株当たり当期
純損失(△)

(円) 2.90 △144.84

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ―

自己資本比率 (％) 15.5 15.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 142,111 △1,220,199

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 28,817 △411,882

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 109,141 1,368,332

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,106,849 826,778

従業員数 (名) 496 486

(注) １ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

２ 第59期第１四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、新株予約権等の潜在株式がないため

記載しておりません。

３ 第58期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、新株予約権等の潜在株式がないため及び当期純損

失計上のため、記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名) 496(418)

(注) １ 従業員数は、就業人員数であります。

２ 従業員数の(外書)は、臨時従業員の当第１四半期連結会計期間の平均雇用人員数であります。

　　　

(2) 提出会社の状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名) 373(365)

(注) １ 従業員数は、就業人員数であります。

２ 従業員数の(外書)は、臨時従業員の当第１四半期会計期間の平均雇用人員数であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第１四半期連結会計期間における生産実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。
　

事業部門別 生産高(千円)

食肉加工品 2,017,821

惣菜その他加工品 706,763

食肉 2,180,969

その他 ―

合計 4,905,554

(注) １　金額は、製造原価によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当社グループは、受注生産を行っておりません。

　

(3) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。
　

事業部門別 販売高(千円)

食肉加工品 2,805,676

惣菜その他加工品 1,122,841

食肉 4,211,175

その他 49,159

合計 8,188,853

(注) １　主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対する割合は、次のとおりです。

　

相手先

当第１四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％)

㈱イトーヨーカ堂 1,529,187 18.7

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。

(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結会計期間における我が国経済は、原油・穀物等の資源価格高騰が企業収益や個人消

費を圧迫する中、景気への不透明感が強まってまいりました。

当業界におきましても、ハム・ソーセージの主要原料であります輸入豚肉や包装資材等のコスト上昇

要因に加え、食料品等の相次ぐ値上げにより消費減少が懸念され厳しい状況で推移いたしました。

このような状況下の中で当社グループは、生産効率を高めるため不採算商品の統廃合、製造コストの削

減に努め生産コストの削減に取り組んでまいりました。営業面におきましては、原料価格の高騰に対応す

るため商品価格の改定及び商品入れ替え等を行い収益の改善に取り組みました。

しかしながら、原油や穀物相場の高騰等に伴う原材料費の急激な上昇により収益を圧迫する要因と

なったことから、当第１四半期連結会計期間の売上高は81億88百万円（前年同期比2.1％減）、経常利益

33百万円、四半期純利益29百万円となりました。

部門別の概況は次のとおりであります。

食肉加工品部門

食肉加工品部門につきましては、ハム・ソーセージは不採算商品の統廃合を実施したことや販売競争

の激化の影響により、この部門の売上高は28億５百万円（前年同期比6.8％減）となりました。

惣菜その他加工品部門

惣菜その他加工品部門につきましては、ハンバーグ類は好調に推移いたしましたが味付け肉等の売上

が低調に推移しましたことから、この部門の売上高は11億22百万円（前年同期比4.8％減）となりまし

た。

食肉部門

食肉部門につきましては、国産牛肉や輸入豚肉は低調に推移いたしましたが、国産豚肉及び鶏肉の売上

が好調に推移したため、この部門の売上高は42億11百万円（前年同期比2.1％増）となりました。

その他部門

その他部門につきましては、外食部門の売上高は前年並みとなりましたが物流部門の売上が増加した

ため、この部門の売上高は、49百万円（前年同期比2.8％増）となりました。

(2) 財政状態の分析

当第１四半期末における資産は前連結会計年度末に比べ１億25百万円増加し134億95百万円となりま

した。これは主に現金及び預金やたな卸資産の増加によるものであります。 

当第１四半期末における負債は前連結会計年度末に比べ76百万円増加し114億５百万円となりました。

これは主に短期借入金の増加によるものであります。

当第１四半期末における純資産は前連結会計年度末に比べ48百万円増加し20億90百万円となりまし

た。これは主に利益剰余金が増加したことよるものであります。
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(3) キャッシュ・フローの状況

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、１億42百万円となりました。これは、主に税金等調整前四半期純利益

の計上と売上債権の減少によるものであります。

（投資活動によるキャッシュフロー）

投資活動の結果得られた資金は、28百万円となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出は

ありましたが、定期預金の払戻しによる収入があったためであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により得られた資金は、１億９百万円となりました。これは主に短期借入金の増加によるもの

であります。

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

(5) 研究開発活動

当第１四半期連結会計期間の研究開発費の総額は13百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 39,760,000

計 39,760,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,510,00010,510,000
ジャスダック
証券取引所

―

計 10,510,00010,510,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年６月30日 ― 10,510 ― 1,080,500 ― 765,800

　

(5) 【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年３月31日現在の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式

239,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

10,269,000
10,269 ―

単元未満株式
普通株式

2,000
― ―

発行済株式総数 10,510,000 ― ―

総株主の議決権 ― 10,269 ―

(注)　「完全議決権株式（その他）の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権の数１個）含まれており

ます。

　

② 【自己株式等】

平成20年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
滝沢ハム株式会社

栃木県栃木市泉川町
556番地

239,000 ― 239,000 2.27

計 ― 239,000 ― 239,000 2.27

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月 ５月 ６月

最高(円) 418 400 315

最低(円) 365 330 298

(注)　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間(平成20年４月１

日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、聖橋監査法人により四半期レビューを

受けております。

　

EDINET提出書類

滝沢ハム株式会社(E00343)

四半期報告書

10/21



１ 【四半期連結財務諸表】
(1) 【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,123,137 956,343

受取手形及び売掛金 3,052,739 3,108,266

商品 1,387,917 1,430,059

製品 972,663 906,409

原材料 251,544 248,740

仕掛品 149,916 138,076

貯蔵品 8,989 9,146

繰延税金資産 129,459 129,503

その他 61,616 39,835

貸倒引当金 △11,125 △11,600

流動資産合計 7,126,859 6,954,779

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 2,077,476

※
 2,128,187

機械装置及び運搬具（純額） ※
 326,913

※
 342,561

土地 2,663,372 2,664,008

その他（純額） ※
 79,791

※
 78,699

有形固定資産合計 5,147,554 5,213,456

無形固定資産 11,657 11,667

投資その他の資産

投資有価証券 940,762 918,714

繰延税金資産 9,212 9,265

その他 291,293 293,357

貸倒引当金 △31,369 △30,885

投資その他の資産合計 1,209,899 1,190,452

固定資産合計 6,369,112 6,415,576

資産合計 13,495,971 13,370,355

負債の部

流動負債

買掛金 2,563,362 2,509,200

短期借入金 4,928,700 4,750,056

未払法人税等 12,206 26,670

賞与引当金 46,656 100,084

その他 869,732 864,070

流動負債合計 8,420,658 8,250,081

固定負債

社債 40,000 40,000

長期借入金 1,740,811 1,810,276

長期未払金 442,403 442,403

退職給付引当金 648,401 672,485

役員退職慰労引当金 75,403 72,950

負ののれん 36,508 38,942

その他 1,171 1,601

固定負債合計 2,984,699 3,078,658

負債合計 11,405,357 11,328,739
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,080,500 1,080,500

資本剰余金 804,045 824,564

利益剰余金 234,627 184,344

自己株式 △3,571 △3,571

株主資本合計 2,115,601 2,085,836

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △25,798 △45,184

評価・換算差額等合計 △25,798 △45,184

少数株主持分 811 963

純資産合計 2,090,614 2,041,615

負債純資産合計 13,495,971 13,370,355
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(2) 【四半期連結損益計算書】　
　　【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

売上高 8,188,853

売上原価 6,871,242

売上総利益 1,317,611

販売費及び一般管理費 ※
 1,286,733

営業利益 30,877

営業外収益

受取利息 149

受取配当金 10,312

補助金収入 9,238

その他 23,752

営業外収益合計 43,452

営業外費用

支払利息 29,128

過年度退職給付費用 11,685

営業外費用合計 40,813

経常利益 33,516

特別利益

貸倒引当金戻入額 768

特別利益合計 768

特別損失

固定資産除却損 693

減損損失 635

特別損失合計 1,329

税金等調整前四半期純利益 32,955

法人税、住民税及び事業税 3,300

法人税等調整額 43

法人税等合計 3,343

少数株主利益 △152

四半期純利益 29,764
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 32,955

減価償却費 79,844

減損損失 635

引当金の増減額（△は減少） △75,924

受取利息及び受取配当金 △10,462

支払利息 29,128

固定資産除却損 693

未払消費税等の増減額（△は減少） 25,847

売上債権の増減額（△は増加） 55,536

たな卸資産の増減額（△は増加） △38,599

仕入債務の増減額（△は減少） 54,161

その他の資産の増減額（△は増加） △22,082

その他の負債の増減額（△は減少） 49,877

その他 △6,379

小計 175,233

利息及び配当金の受取額 10,462

利息の支払額 △30,124

法人税等の支払額 △13,459

営業活動によるキャッシュ・フロー 142,111

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △82,229

有形固定資産の売却による収入 114

投資有価証券の取得による支出 △2,609

貸付けによる支出 △400

貸付金の回収による収入 1,055

定期預金の増減額（△は増加） 113,275

その他 △390

投資活動によるキャッシュ・フロー 28,817

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 180,000

長期借入金の返済による支出 △70,821

配当金の支払額 △37

財務活動によるキャッシュ・フロー 109,141

現金及び現金同等物に係る換算差額 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 280,070

現金及び現金同等物の期首残高 826,778

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,106,849
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第１四半期連結会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１　会計処理の原則及び手続の変更

棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号）を

当第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切

下げの方法）に変更しております。

この結果、従来の方法によった場合と比べて、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益が1,505千

円それぞれ減少しております。

　

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第１四半期末の貸倒実績率が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められるため、前

連結会計年度末の貸倒実績率を使用して貸倒見積高を算定しております。

２　法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法に

よっております。

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プ

ランニングを利用する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第１四半期連結会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

該当事項はありません。

　

　

【追加情報】

　

当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

当社及び連結子会社は、減価償却資産の耐用年数等に関する平成20年度法人税法の改正に伴い、当第１四半期

連結会計期間より、改正後の法人税法に基づく減価償却方法を適用しております。

この結果、従来の方法によった場合と比べて、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益が1,958千円

それぞれ増加しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※　有形固定資産の減価償却累計額

6,283,438千円

※　有形固定資産の減価償却累計額

6,206,800千円　

　

(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

※　販売費及び一般管理費の主なもの

　　　貸倒引当金繰入額 2,202千円

　　　給料手当 367,629千円

　　　賞与引当金繰入額 15,738千円

　　　販売手数料 152,274千円

　　　退職給付費用 28,955千円

　　　減価償却費 22,719千円

　　　役員退職慰労引当金繰入額 2,453千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,123,137千円

預入期間が３か月超の定期預金 △16,288千円

現金及び現金同等物 1,106,849千円
 

　

(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 10,510,000

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 239,238

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。
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４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

該当事項はありません。

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

当第１四半期連結会計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日)

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っ

ておりますが、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変

動が認められないため、記載しておりません。

　

(有価証券関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成20年６月30日)

該当事項はありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成20年６月30日)

当社グループは、デリバティブ取引を利用しておりませんので、該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

当第１四半期連結会計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

当社グループの取扱う製品等を種類・性質、製造方法、販売市場等の類似性に基づいて区分した結果、

同一事業種類の売上高及び営業利益の金額が、いずれも全セグメントの90％を超えていますので、事業の

種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

当社グループは、在外連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

当社グループは、海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

当第１四半期連結会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

203.47円 198.69円

(注) １株当たり純資産の算定上の基礎

当第１四半期
連結会計期間末

(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 2,090,614 2,041,615

普通株式に係る純資産額(千円) 2,089,802 2,040,652

差額の主な内訳
少数株主持分（千円）

811 963

普通株式の発行済株式数(千株) 10,510 10,510

普通株式の自己株式数(千株) 239 239

１株当たり純資産額の
算定に用いられた普通株式の数(千株)

10,270 10,270

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１株当たり四半期純利益 2.90円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―円

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、新株予約権等の潜在株式がないため記載しておりませ

ん。

２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 29,764

普通株式に係る四半期純利益(千円) 29,764

普通株主に帰属しない金額(千円) －

普通株式の期中平均株式数(千株) 10,270

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年８月12日

滝沢ハム株式会社

取締役会　御中

　

聖橋監査法人

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　松　　田　　信　　彦　　㊞

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　朝　　長　　義　　郎　　㊞

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている滝沢

ハム株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間(平

成20年４月１日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四

半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半

期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、滝沢ハム株式会社及び連結子会社の平成20年

６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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